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コロナに
負けずに

　　　 が
んばろう！



総務費
3億9,610万円
（11.9％）

議会費  5,997万円（1.8％）

　　民生費
8億1,940万円
　　（24.7％）

衛生費
1億9,904万円（6.0％）

労働費
1,637万円（0.4％）

商工費
1億708万円（3.2％）

消防費
1億6,５８５万円
      （5.0％）

公債費
4億1,711万円
      （12.5％）

農林水産業費
3億2,242万円
　　 （9.7％）

土木費
4億7,611万円
　　 （14.3％）

教育費
3億2,748万円
　　（9.8％）

町債として借りた
お金の返済など

予防接種・検診・ゴミ処理
などにかかるお金

道路や河川の
整備・維持に
かかるお金

人件費や戸籍業務
町デマンド交通などに
かかるお金

農業基盤整備や
農林漁業振興
などにかかるお金

商業・工業や
観光振興などに
かかるお金

高齢者・障がい者
福祉や保育園・
児童手当などに
かかるお金

給食や、小・中学校
スポーツ施設の
維持管理などに
かかるお金

予備費・その他  500万円（0.1％）

町　税
4億5,763万円
（13.8％）

繰入金
２億9,866万円
（9.0％）

繰越金
3,000万円（0.9％）

諸収入
5,342万円（1.6％）

その他    1億4,921万円（4.5％）
（自主財源）   6,920万円
（依存財源）   8,001万円

地方譲与税  3,327万円（1.0％）

地方消費税交付金
8,000万円（2.4％）

 町債
  2億270万円
　　 （6.1％）

  国庫支出金  
３億976万円
　　（9.4％）

県支出金
3億５,９3１万円
　　（10.8％）

地方交付税
13億3,800万円
　　 （40.4％）

自主財源
町で集めたお金

9億893万円
（27.4％）

依存財源
国・県・借入金に
頼ったお金

24億307万円
（72.6％）

町民税、
固定資産税
その他の税など

使用料・手数料
寄附金など

令和元年度の決算で
繰り越されたお金

貸付金元利・雑入など

県・国からの
補助金など

国や銀行から
借りるお金

行政の格差を
なくすための
国が交付するお金 一般会計一般会計

「子育てのまち 出雲崎」 充実へ!令和２年度
当初予算

歳出
33億　　　
1,200万円

歳出
33億　　　
1,200万円

歳入
33億　　　
1,200万円

歳入
33億　　　
1,200万円
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年
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算

令
和
２
年
度
予
算

（▲は減額）

令和２年度当初予算合計は 50億6,150万円

一般会計 33億1,200万円（前年度比 　0.7％　 2,400万円増）

（前年度比 △3.0％ 　5,500万円減）特別会計 17億4,950万円

特別会計
会計名 令和２年度 対前年度増減額 増減率

国 民 健 康 保 険 事 業 5億   440万円 ▲ 8,260万円 ▲14.1％
介 護 保 険 事 業 6億4,000万円 ▲ 2,200万円 ▲  3.3％
後 期 高 齢 者 医 療 6,570万円 440万円 7.2％
簡 易 水 道 事 業 1億8,290万円 510万円 2.9％
特定地域生活排水処理事業 1,250万円 110万円 9.6％
農 業 集 落 排 水 事 業 1億2,280万円 1,070万円 9.5％
下 水 道 事 業 1億9,940万円 4,150万円 26.3％
住 宅 用 地 造 成 事 業 2,180万円 ▲ 1,320万円 ▲37.7％

合　　　　計 17億4,950万円 ▲ 5,500万円 ▲  3.0％

※千円未満切り捨てのため、合計と一致しません。

（前年度比▲0.6％  3,100万円減）



5 4い ず も ざ き  議 会 だ よ り 令 和 ２ 年 4 月 2 3 日第 1 0 7 号 い ず も ざ き  議 会 だ よ り 令 和 ２ 年 4 月 2 3 日第 1 0 7 号

当
初
予
算
目
玉
事
業

当
初
予
算
目
玉
事
業

  幅広い層から「選ばれる町」幅広い層から「選ばれる町」として環境整備を進めるとして環境整備を進める
～住んでいる人が幸せを感じられる町、  人が住んでみたくなる町を目指して！～～住んでいる人が幸せを感じられる町、  人が住んでみたくなる町を目指して！～～住んでいる人が幸せを感じられる町、  人が住んでみたくなる町を目指して！～

若い世代の希望をかなえる町づくり事業若い世代の希望をかなえる町づくり事業

様々な人が関わり、訪れ、交流する町づくり事業様々な人が関わり、訪れ、交流する町づくり事業

地域の資源を活かした魅力ある町づくり事業地域の資源を活かした魅力ある町づくり事業

３つの最重点施策（要旨）３つの最重点施策（要旨）
●町新生活スーパー住まい取得・リフォーム支援補助金� … 800万円
町に住み続けたい若者世代と移住を含めた定住人口の増加を図るため、住宅の取得
およびリフォーム工事経費の一部を補助

●町保育料無償化事業� ……………………………… 415.9万円
0歳から2歳児までの保育利用料を無償化し、国の施策とあわせ0歳から5歳児の保
育利用料を無償化

●子どもの医療費助成� …………………………… 1,165.7万円
0歳から18歳に到達する年度の最初の3月末日までの子どもの医療費を助成

●産前産後ヘルパー派遣事業助成�……………………… 8.4万円
体調不良等により家事を行うことが困難であったり、家族から十分な家事支援を受
けることができない妊産婦が家事支援を利用した費用の助成

●まち・生活・交通先進連携事業（トリトンプロジェクト）委託料�… 250万円
「健康と交通」をテーマに安全・安心なまちづくりに向け、世代を超えた取組を、
産官学が連携して行うため新潟大学への業務委託

●地域おこし協力隊活動サポート業務委託料� …… 157.3万円
円滑に地域で活動できるよう、地域おこし協力隊の活動をサポートする業務委託

●観光ルート構築発進事業委託料� …………………… 650万円
良寛をはじめ町の歴史や風景、人との交流などを組み合わせたオリジナルストーリー
による新たな周遊ルートを構築し、情報発信を行う事業

●ふるさと納税促進事業� ……………………………… 135万円
ふるさと納税及び企業版ふるさと納税の寄付を促進するためのPR活動経費

●良寛記念館魅力度アップ関連事業� ………………… 685万円
良寛記念館等を会場に事業を実施し、マスコミ等のPRを積極的に行い、良寛記念館
の魅力の発進と集客を図り、出雲崎・良寛を発信しながら地域交流を深める事業

●町家暮らし住宅改修工事� …………………………… 660万円
平成20年度に寄附を受けた住宅を改修する町家暮らし住宅（町営住宅）1棟の整備事業 

●ふるさと交流広場整備工事� ……………………… 687.5万円
旧内藤医院診療所解体跡地を、イベント機能等を有した「ふるさと交流広場」として、
雁木や東屋を備え、妻入り町家に配慮した景観整備

●出雲崎まるごとオーナー実行委員会負担金� ……… 230万円
釜谷梅やコシヒカリの収穫体験、美食街めぐりへの参加等により、出雲崎の魅力を伝え、
広げる事業

●食の伝承支援事業� ……………………………………… 70万円
町の食文化の後継者を育成し、その食文化を他地域の人に体験してもらう体験観光
メニューをつくる事業

❶若い世代の希望をかなえる町づくり
・若者の地域定着、U・Iターンを促進するための子育て・仕事・住宅等の支援
・0歳から2歳児の保育利用料を無償化
・家事を行うことが困難な妊産婦に対して家事支援費用を助成する子育て支援

❷様々な人が関わり、訪れ、交流する町づくり
・多世代交流、大学等と連携し、健康と安全な町づくりを推進
・地域おこし協力隊制度を活用し、地域の魅力を掘り起し、町の総合的な情報発信
・企業版ふるさと納税を新たに活用し、総合戦略事業の促進
・地方創生推進交付金事業を展開することによる交流人口、関係人口の増加

❸地域の資源を活かした魅力ある町づくり
・地域資源を活かし、歴史、文化、魚・米等の特産品の磨き上げ
・空き家を有効活用した「町家暮らし住宅」の整備
・町の食文化の後継者育成と、体験型観光メニューを創出する「食の伝承事業」の実施

背景  釜谷梅団地

施政方針・・・政治を行うときの方向。政治の目的・方向・理念など。

『第２期出雲崎まち・ひと・  しごと創生総合戦略』始動『第２期出雲崎まち・ひと・  しごと創生総合戦略』始動

施政方
針
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令和２年度一般会計・特別会計（８）は予算審査特別委員会
に付託され、審議の結果、全会一致で可決しました。
委員会での主な質疑内容を掲載します。

ここが
聞きたい!!

中野 勝正 委員長

予 算 審 査
特 別 委 員 会

３月定例会

諸
橋
議
員

 

東
京
23
区
か
ら
出

雲
崎
町
に
移
住
し
、
中
小
企
業

等
に
就
業
し
た
場
合
、
移
住
支

援
金
を
支
給
す
る
と
言
う
事
だ

が
東
京
23
区
外
は
ど
う
か
。

総
務
課
長

 

直
近
10
年
間
で
、

通
算
５
年
以
上
、
東
京
23
区
に

在
住
ま
た
は
、
通
勤
し
て
い
る

も
の
に
支
給
す
る
た
め
、
東
京

23
区
外
は
認
め
な
い
。

加
藤
議
員

 

通
信
料
に
つ
い
て

の
内
容
や
、
内
訳
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

総
務
課
長

 

ふ
る
さ
と
交
流
住

宅
舛
太
さ
ん
と
旧
新
津
邸
で
、

２
件
分
の
一
年
間
に
か
か
る
通

信
料
を
計
上
し
た
。

加
藤
・
中
川
議
員

 

県
の
補
助
金

100
万
円
、
一
般
財
源
120
万
円
を

使
い
、
旧
津
又
商
店
の
外
壁
等

を
景
観
に
合
わ
せ
て
、
改
修
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

総
務
課
長

 

店
の
一
室
だ
け
見

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
景
観

に
あ
わ
せ
て
改
修
す
る
。

三
輪
議
員

 

街
並
み
の
景
観
上

は
、
い
い
と
思
う
が
、
駐
車
場

が
使
え
な
く
な
る
の
が
問
題
だ
。

総
務
課
長

 

あ
ず
ま
や
の
所
か

ら
出
入
り
が
可
能
で
あ
る
。

中
川
・
三
輪
・
高
橋
議
員

 

謝
礼
と

旅
費
に
つ
い
て
の
内
容
は
。

総
務
課
長

 

町
長
が
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
を
す
る
中
で
、
ふ
る

さ
と
納
税
応
援
隊
を
作
り
議
員

や
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
応
援
に

入
っ
て
い
た
だ
き
、
会
社
を
経

営
し
て
い
る
企
業
の
ト
ッ
プ
の

と
こ
ろ
に
出
向
き
Ｐ
Ｒ
活
動
を

す
る
た
め
の
旅
費
と
謝
礼
で
あ

る
。三

輪
議
員

 

返
礼
品
の
品
物
を

増
や
す
考
え
が
あ
る
か
。

総
務
課
長

 

新
た
に
地
元
企
業

の
段
ボ
ー
ル
製
品
や
木
工
製
品

な
ど
を
考
え
て
い
る
。

安
達
・
仙
海
議
員

 

何
人
を
講
習

さ
せ
る
の
か
、
ま
た
、
町
と
し

て
、
ド
ロ
ー
ン
を
購
入
す
る
計

画
だ
が
共
済
組
合
が
も
っ
て
い

る
ド
ロ
ー
ン
を
考
え
て
い
る
の

か
。

総
務
課
長

 

講
習
者
は
新
た
な

地
域
お
こ
し
協
力
隊
１
名
分
を

考
え
て
い
る
。
共
済
組
合
が

も
っ
て
い
る
ド
ロ
ー
ン
よ
り
、

性
能
は
落
ち
る
。

小
黒
議
員

 

ど
の
よ
う
な
補
助

金
の
内
容
か
。

総
務
課
長

 

外
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の

整
備
費
補
助
金
は
、
各
集
落

か
ら
の
要
請
に
よ
り
行
っ
て
い

る
。
上
限
３
万
円
で
、
補
助
率
は

２
分
の
１
。
令
和
２
年
度
は
15

件
を
計
上
し
て
い
る
。

加
藤
議
員

 

ふ
れ
あ
い
の
里
の

取
替
工
事
を
計
上
さ
れ
た
が
、

ど
の
よ
う
に
判
断
し
た
の
か
。

保
健
福
祉
課
長
　

設
置
か
ら
20

年
以
上
経
っ
て
不
具
合
が
あ
り
、

計
画
的
に
ポ
ン
プ
を
取
り
替
え

る
。

地
域
・
暮
ら
し

移
住
支
援
事
業
支
援
金

�

に
つ
い
て
160万円

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

�

通
信
料
14.7万円

旧
津
又
商
店
外
観

�

修
景
工
事
に
つ
い
て
220万円

ふ
る
さ
と
交
流
広
場

�

整
備
工
事
687.5万円

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
促
進
謝
礼

�

及
び
納
税
応
援
隊
旅
費

各50万円

ド
ロ
ー
ン
操
作
講
習
料

18.2万円

外
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ

�

整
備
費
補
助
金
36万円

空
調
用
冷
却
水
ポ
ン
プ

�

取
付
工
事
96.8万円

ふるさと交流広場
（旧内藤医院跡地）
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髙
桑
・
中
川
議
員

 

１
人
当
た
り

の
こ
ど
も
園
利
用
料
給
付
費
が

園
で
単
価
に
差
が
あ
り
、
町
内

外
で
差
が
大
き
い
の
は
な
ぜ
か
。

保
健
福
祉
課
長

 

施
設
に
よ
っ
て

運
営
費
に
差
が
あ
り
、
全
体
に

見
合
っ
た
金
額
で
町
に
請
求
が

来
て
い
る
。
所
得
に
よ
り
多
少

差
が
あ
る
が
、
国
基
準
の
保
育

料
を
計
上
し
て
い
る
。

髙
桑
議
員

 

産
前
産
後
う
つ
の

問
題
が
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
事
業
の
詳
細
内
容
は
ど
う
か
。

保
健
福
祉
課
長

 

ケ
ア
に
つ
い
て

は
な
か
な
か
難
し
い
と
思
わ
れ

る
の
で
、
町
外
の
専
門
の
業
者

に
お
願
い
す
る
。
２
名
分
の
予

算
を
計
上
し
た
。

三
輪
議
員

 

ど
の
場
所
の
借
地

料
か
。

保
健
福
祉
課
長

 

八
手
改
善
セ
ン

タ
ー
脇
の
児
童
遊
園
で
あ
る
。

加
藤
議
員

 

先
生
か
ら
、
パ
ソ

コ
ン
の
保
守
点
検
を
し
て
も

ら
っ
た
ら
ど
う
か
。

教
育
課
長

 

何
か
問
題
が
起
き

た
ら
困
る
。
安
全
性
を
考
え
、

専
門
の
業
者
に
依
頼
す
る
。

中
川
議
員

 

現
在
20
組
で
大
変

好
評
で
あ
る
。
組
数
を
増
す
工

夫
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

産
業
観
光
課
長

 

梅
組
合
や
、
関

係
者
の
皆
様
方
と
話
し
合
い
を

す
る
。

髙
桑
・
中
川
議
員

 

内
容
と
事
業

規
模
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。

産
業
観
光
課
長

 

良
寛
を
始
め
と

す
る
町
の
歴
史
や
風
景
・
人
と

の
交
流
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ト
ー
リ
ー
に
よ

る
新
た
な
周
遊
ル
ー
ト
を
構
築

し
、
情
報
発
信
を
行
い
た
い
。

加
藤
議
員

 

大
門
町
営
住
宅
、

米
田
町
営
住
宅
の
買
収
の
金
額

に
、
差
が
あ
る
が
妥
当
な
の
か
。

建
設
課
長

 

令
和
元
年
に
不
動

産
鑑
定
士
か
ら
調
査
し
て
い
た

だ
き
、
算
定
基
準
に
し
た
。

小
黒
・
中
川
議
員

 

こ
の
格
納
庫

の
見
積
も
り
は
、
高
い
金
額
と

思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
見
積

も
っ
た
の
か
。

建
設
課
長

 

木
造
の
見
積
が

１
千
300
万
円
、
プ
レ
ハ
ブ
の
鉄

骨
が
１
千
80
万
円
で
あ
っ
た
た

め
、
プ
レ
ハ
ブ
の
鉄
骨
に
し
た
。

加
藤
・
高
橋
議
員

 

厳
し
い
財
政

の
中
で
町
と
し
て
歳
入
を
ど
の

よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か
。

町
長

 

あ
ら
ゆ
る
機
関
を

通
し
て
国
・
県
に
働
き
か
け
る
。

町
と
し
て
就
労
す
る
人
を
確
保

し
な
が
ら
、
企
業
か
ら
法
人
税

を
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

保
健
福
祉
関
係

広
域
入
所
認
定
こ
ど
も
園

�
利
用
料

346.5万円

産
前
産
後
ヘ
ル
パ
ー

�

派
遣
事
業
助
成
8.4万円

児
童
遊
園
借
地
料

18.6万円

小
・
中
教
育
関
係

パ
ソ
コ
ン
保
守
点
検

�

委
託
料
27.5万円

観
光
商
工
関
係

出
雲
崎
ま
る
ご
と
オ
ー
ナ
ー

�

実
行
委
員
会
負
担
金
230万円

観
光
ル
ー
ト
構
築

�

発
信
事
業
委
託
料
650万円

土
木
・
消
防
関
係

町
営
住
宅
用
地
買
収
費

（
大
門
町
営
住
宅
、

�

米
田
町
営
住
宅
）
2786.6万円

除
雪
機
械
格
納
庫

�

建
設
工
事
1080万円

歳
入
全
般
に
つ
い
て

大門町営住宅

八手児童遊園
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３
月
定
例
会

３月定例会で決まった補正予算
（▲は減額）

主な歳入 主な歳出
・地方交付税普通分追加� …………………… 9,816万円
・県営中山間地域総合整備事業
� 分担金（八手地区）……… 200万円
・財政調整基金繰入減�………………… ▲17,839万円
・市町村振興宝くじ市町村交付金追加
� 市町村振興協会基金交付金 ……… 537万円
・前年度繰越金追加�…………………………… 4,633万円
・住宅用地造成事業特別会計繰越金減� …… 340万円

・町デマンド交通運行費補助金追加� ………… 71万円
・保育園保育実施委託料追加� ………………… 870万円
・ふるさと就職支援商品券利用助成金減� … ▲120万円
・町民有林造林事業補助金追加�……………… 101万円
・プレミアム付商品券事業費補助助成金減� … ▲370万円
・施設修繕料追加（小木町営住宅）� ………… 44万円
・施設修繕料追加（中学校屋内壁面補修）�… 38万円
・町民野球場外野整備工事� ……………………… 88万円

一般会計補正予算（第６号）

会　　　　　計 補正額 補正後の予算額
一 般 会 計（第６号） ▲� 3,654万円 33億8,430万円

特 

別 

会 

計

国民健康保険事業（第３号） ▲� 5,063万円 5億6,542万円
介 護 保 険 事 業（第３号） ▲� 1,213万円 6億8,698万円
簡 易 水 道 事 業（第４号） � 114万円 2億0,644万円
農業集落排水事業（第２号） ▲� 106万円 1億1,161万円
下 水 道 事 業（第４号） � 24万円 1億6,008万円
住宅用地造成事業（第１号） ▲� 267万円 3,232万円

３ 月 定 例 会 議案２６件を全会一致で可決 ３月６日～13日
（８日間）

会 期
国の補正予算に伴い
県営中山間地域総合整備事業負担金追加（八手地区）�200万円
地籍調査業務委託料追加（沢田第2計画区）� 277万円

町の条例を改正する条例制定について（議案第8号～14号から主なもの）
議案第11号

議案第13号

■出雲崎町公民館設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
　制定について
海岸公民館の夜間の開館時間を午後8時までと変更を行い利用料を改めるもの
■�出雲崎町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に
　関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定について
国の子育て支援法の一部改正・内閣府令の一部改正施行を受けて改正するもの
食事の提供に要する費用の取り扱いの変更及び減免対象者を特定するもの

陳　情（審査結果／不採択）
陳情第１号 「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択に

関する陳情
最低賃金を一律に 1,500 円に上げるとしているが、企業側にとって費用
がかかり、中小企業の経営を圧迫するとともに、雇用を切ることも懸念さ
れる。現段階では、経済状況を見ながら、徐々に賃金を上げていく方向が
良いのではないか。

案 人
石 川 　 豊  氏（羽黒町）

（令和2年4月1日から4年間）

監査委員の選任に同意人

案

事

件

不採択理由
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補
正
予
算
質
疑

三
輪
議
員

 

減
額
の
理
由
は
何
か
。

町
民
課
長

 

主
な
も
の
は
仮
設
ト

イ
レ
の
減
で
、
エ
コ
パ
ー
ク
工
事

の
終
了
が
主
な
要
因
で
あ
る
。

小
黒
議
員

 

当
初
、
575
世
帯
が
65

歳
以
上
で
対
象
で
あ
る
と
の
説
明

で
あ
っ
た
が
、
減
額
理
由
は
何
か
。

希
望
件
数
が
少
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

65
歳
以
下
で
希
望
す
る
声
も
聞
か

れ
て
お
り
、
対
象
を
拡
げ
て
は
ど

う
か
。

総
務
課
長

 

当
初
予
算
で
は
150
件

を
予
定
し
て
広
報
に
努
め
て
き
た

が
、
１
月
末
ま
で
で
32
件
に
留

ま
っ
て
い
る
。
新
年
度
は
こ
の
状

況
を
踏
ま
え
て
、
制
度
の
見
直
し

を
行
っ
て
い
る
。

小
黒
議
員

 

良
い
制
度
で
あ
り
、

利
用
者
を
も
っ
と
増
や
す
べ
き
。

町
民
課
長

 

当
初
65
人
の
対
象
者

だ
っ
た
が
、
退
職
や
転
出
に
よ
り
、

60
人
と
な
っ
た
。
今
後
更
な
る

Ｐ
Ｒ
に
つ
な
げ
る
。

中
川
議
員

 

今
、
大
変
力
を
入
れ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
な
ぜ
減
額
さ
れ
る
事
態
に

な
る
か
。
町
は
ど
の
よ
う
な
関
わ

り
で
行
っ
て
き
た
か
。

総
務
課
長

 

町
外
の
事
業
所
へ
の

利
用
に
か
か
る
経
費
を
町
が
助
成

す
る
も
の
。
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
る

が
、
今
回
、
実
績
に
基
づ
い
て
減

額
と
な
っ
た
。

中
川
議
員

 

会
議
回
数
に
よ
る
減

額
と
聞
く
。
ど
の
よ
う
に
空
き
家

を
減
ら
し
て
い
く
か
の
検
討
を
す

べ
き
。
傷
み
が
進
む
前
な
ら
、
リ

フ
ォ
ー
ム
し
て
直
ぐ
に
使
え
る
も

の
も
あ
る
。
早
い
段
階
で
活
用
で

き
る
よ
う
に
対
応
し
て
欲
し
い
。

総
務
課
長

 

空
き
家
等
特
措
法
に

基
づ
く
法
定
の
協
議
会
で
あ
り
、

特
定
空
き
家
等
の
認
定
を
行
う
。

具
体
的
な
空
き
家
の
利
活
用
計
画

に
つ
い
て
は
、
庁
内
会
議
が
中
心

と
な
っ
て
進
め
て
お
り
、
こ
の
対

策
協
議
会
で
意
見
を
聞
い
て
い
る
。

中
川
議
員

 

ど
の
よ
う
な
理
由
で

の
減
額
か
。
早
く
判
っ
た
の
で
あ

れ
ば
、
12
月
で
補
正
す
べ
き
。

産
業
観
光
課
長

 

８
月
更
新
時
、
安

く
て
高
性
能
の
も
の
で
対
応
で
き
、

請
負
差
額
で
あ
る
。

し
尿
収
集

�

運
搬
委
託
料
減
▲19万円

町
住
宅
用
消
火
器

�

設
置
助
成
金
減
▲50万円

ふ
る
さ
と
就
職
支
援

　
商
品
券
利
用

�
助
成
金
減
▲120万円

ま
ち
恋
お
見
合
い

   

婚
活
応
援
業
務

�

委
託
料
減
▲11万円

空
家
等
対
策
協
議
会

�

委
員
報
酬
減
▲26万円

天
領
の
里
防
犯
カ
メ
ラ

�
借
上
料
減
▲19万円

補 正 予 算 質 疑

ここが
聞きたい！！

主なもののうちから抜粋して掲載しています

３月８日

この委員会で
議員のなり手不足を
検討しているの？

具体策は
何をするの？

議会がどういった活動をしているか、議員がどのように仕事をしているか分かりに
くいというご意見も多く、議員自身が研鑽を積むと同時に、町民の皆様にご理解い
ただくために、今年は次の事を予定しています。

①　「出まえ議会」の充実
秋頃の予定で、開催する箇所を増やして、皆様のご意見を伺いたいと考えます。

②　「議会サロン」（仮称）の実施
陽だまり情報館や妻入り会館で、月１回程度、複数の議員が常時お待ちし、どなたから
でもご意見をいただいたりご説明させていただいたりする機会を設けたいと考えます。

３期連続の無投票選挙を防ぐために、昨年の６月に発足
し、会議で方向性や具体案を検討してきました。会議だ
けでなく、昨年度の出まえ議会では、一つのテーマとし
て皆様からのご意見を頂戴し、それを基に、具体策を検
討しました。

についてのご報告「議員なり手不足委員会」

詳しくは、決まり次第、チラシ・広報等でご案内させていただきます。
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全
員
協
議
会

全
員
協
議
会
主
な
も
の
か
ら

�

抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

第
二
期
出
雲
崎

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
の

�

概
要
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

２
０
２
５
年
に
人
口

３
０
０
０
人
を
目
標
と
す
る
た
め
、

直
近
の
５
年
間
は
、
３
つ
の
基
本
目

標
を
目
指
し
て
い
く
。

①�

若
い
世
代
の
希
望
を
か
な
え
る
ま

ち
づ
く
り

②�

様
々
な
人
が
関
わ
り
、
訪
れ
、
交

流
す
る
ま
ち
づ
く
り

③�

地
域
資
源
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る

町
づ
く
り

　

こ
の
基
本
目
標
を
も
と
に
各
戦
略

事
業
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。

 　
　
　

 　

戦
略
事
業
は
、
担
当
課

に
複
数
、
課
さ
れ
て
い
る
。
評
価
さ

れ
る
と
、
限
ら
れ
た
人
し
か
ス
ポ
ッ

ト
ラ
イ
ト
が
当
た
ら
な
い
。
そ
の
辺

り
は
ど
う
す
る
の
か
。
担
当
だ
け
が

や
る
の
で
は
な
く
、
一
丸
と
な
っ
て

や
る
ほ
う
が
良
い
と
思
う
が
、
ど
う

考
え
る
か
。

 　
　
　

 　

建
設
課
や
産
業
観
光
課

が
所
管
す
る
事
業
が
多
く
記
載
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
上
に
、
総
合
計
画
と

い
う
計
画
が
あ
り
、
そ
の
中
に
各
課

を
構
成
し
て
い
る
計
画
全
て
が
網
羅

さ
れ
て
、
こ
の
町
を
構
成
し
て
い
る
。

 　
　
　

ご
配
慮
い
た
だ
い
た
発
言

と
お
気
持
ち
を
し
っ
か
り
と
受
け
止

め
て
い
く
。
出
雲
崎
町
の
基
本
方
針

は
位
置
付
け
し
、
具
現
化
し
実
現
し

て
い
く
。

 　
　

  　

小
さ
な
町
で
、
職
員
数

が
少
な
い
の
で
総
力
戦
と
な
る
。

　

特
定
施
策
室
と
い
う
規
則
を
作
り
、

課
の
職
員
・
特
定
施
策
室
を
兼
務
す

る
こ
と
で
職
員
に
辞
令
を
出
し
て
い

る
。
今
回
の
総
合
戦
略
も
職
員
全
員

で
取
り
組
ん
で
い
く
。

 　
　
　

 　

事
業
費
は
ど
こ
か
ら
捻

出
す
る
の
か
。
今
ま
で
の
も
の
を
検

討
し
、
縮
小
や
廃
止
も
考
え
て
も
ら

い
た
い
。
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
目
標

金
額
１
億
円
を
掲
げ
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

 　
　
　

総
合
戦
略
で
事
業
費
は
相

当
な
経
費
が
か
か
り
、
保
育
料
無
償

化
等
、
財
政
不
足
で
数
年
で
事
業
を

や
め
て
元
に
戻
す
と
い
う
こ
と
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
新
た
に
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
数
値
目
標
を

出
し
て
い
る
の
で
、
真
剣
勝
負
を
か

け
て
い
く
。

 　
　
　

 　

出
雲
崎
ま
る
ご
と
オ
ー

ナ
ー
は
、
非
常
に
人
気
が
あ
る
。
20

組
の
募
集
は
現
状
維
持
の
数
値
で
あ

る
。
梅
の
木
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い

る
と
の
こ
と
だ
が
、
工
夫
し
て
増
や

せ
な
い
か
。

 　

 　
　
　

 　

梅
の
収
穫
が
非
常

に
人
気
で
、
外
せ
な
い
事
業
で
あ
る
。

敷
地
内
で
新
た
に
植
え
付
け
る
こ
と

も
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
オ
ー
ナ
ー

を
広
げ
る
と
こ
ろ
ま
で
進
ん
で
い
な

い
。
直
近
５
年
間
は
、
梅
の
木
を
植

え
て
収
穫
で
き
る
状
況
に
な
く
、
現

状
の
ま
ま
で
い
き
た
い
。

 　
　
　

 　

当
町
は
２
０
２
５
年
に

お
い
て
は
、
人
口
３
０
０
０
人
を
維

持
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
戦
略
委
員

が
33
名
い
る
が
、
皆
さ
ん
が
共
有
し
、

こ
の
人
数
を
維
持
し
よ
う
と
思
っ
て

い
る
の
か
。

 　
　
　

 　

計
画
を
立
て
る
事
が
会

の
目
的
で
は
な
く
、
町
民
と
共
有
し

て
実
施
す
る
こ
と
が
大
事
だ
。
毎
年

評
価
・
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
翌
年
の
行

動
に
つ
な
げ
る
。
こ
の
中
の
い
く
つ

か
は
委
員
か
ら
の
提
案
で
あ
り
、
委

員
や
町
民
が
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ

う
な
活
動
を
し
て
い
き
た
い
。

 　
　
　

 　

 

刈
羽
村
は
、「
マ
メ
だ

ね
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
と
い
う
事

業
を
行
っ
て
い
る
。
ポ
イ
ン
ト
が
貯

ま
る
と
商
品
券
等
が
出
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
。
３
０
０
０
人
を
キ
ー

プ
す
る
た
め
に
、
高
齢
者
が
健
康
で

生
活
を
し
て
い
く
こ
と
も
、
プ
ラ
ス

の
条
件
に
な
る
と
思
う
が
、
ど
う
考

え
る
か
。

 　
　
　

 　

そ
の
意
見
は
、
今
回
の

計
画
の
中
で
議
論
に
入
っ
て
こ
な

か
っ
た
。
総
合
戦
略
は
、
毎
年
評
価

し
て
見
直
し
を
行
う
の
で
、
計
画
が

始
ま
っ
た
段
階
で
日
々
見
直
し
を
行

い
、
次
の
計
画
に
結
び
つ
け
て
い
く
。

海
岸
地
区
空
家
等

再
生
ま
ち
づ
く
り
事
業
に

関
す
る
整
備
方
針
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

昨
年
度
、
出
雲
崎
町
空

家
等
対
策
計
画
を
策
定
し
、
空
き
家

対
策
を
総
合
的
に
進
め
て
い
る
。

　

元
年
度
は
、
尼
瀬
の
町
家
暮
ら
し

住
宅
や
諏
訪
本
町
の
四
季
彩
小
路
、

岩
船
町
の
防
火
水
槽
、
羽
黒
町
の
歴

史
や
五
郎
兵
衛
等
の
空
き
家
空
地
を

改
修
ま
た
は
活
用
の
事
業
計
画
を
進

め
て
き
た
。

 　
　
　

 　

石
井
町
や
、
尼
瀬
１
区

の
町
有
地
は
、
一
番
の
目
的
は
子
育

て
世
代
の
誘
致
だ
と
思
う
が
、
都
会

暮
ら
し
を
す
る
高
齢
者
向
け
住
宅
と

し
て
も
考
え
て
は
ど
う
か
。

 　
　
　

 　

若
い
方
の
応
募
が
な
く
、

都
会
で
健
康
な
高
齢
者
の
応
募
が
あ

れ
ば
、
年
配
の
方
の
入
居
も
可
能
な

住
宅
で
準
備
を
し
て
い
く
。

令
和
２
年
度 

出
雲
崎
町

デ
マ
ン
ド
交
通「
て
ま
り
ん
」

�

運
行
計
画
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

デ
マ
ン
ド
交
通
「
て
ま

り
ん
」
運
行
計
画
案
に
つ
い
て
は
、

定
期
路
線
バ
ス
の
減
便
が
示
さ
れ
、

一
部
を
変
更
し
て
い
る
。
運
行
時
間

は
、
午
前
８
時
便
か
ら
午
後
６
時
便
、

30
分
ご
と
で
21
便
で
あ
る
。

 　
　
　

 　

蓮
花
寺
18
時
37
分
着
に
、

ラ
イ
ナ
ー
便
を
設
定
し
て
い
な
い
の

は
な
ぜ
か
。

 　
　
　

 　

２
便
し
か
運
行
で
き
な

い
制
約
が
あ
る
。
運
行
の
無
い
時
間

帯
で
中
永
か
ら
ラ
イ
ナ
ー
便
を
走
ら

せ
、
出
雲
崎
へ
来
れ
る
よ
う
に
計
画

し
た
。

第
１
回
　
１
月
28
日
㈫

総
務
課
長

高
橋
議
員

総
務
課
長

町
長

副
町
長

三
輪
議
員

町
長

中
川
議
員

産
業
観
光
課
長

中
野
議
員

総
務
課
長

加
藤
議
員

総
務
課
長

総
務
課
長

加
藤
議
員

建
設
課
長

総
務
課
長

高
桑
議
員

総
務
課
長
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全
員
協
議
会

１
・
7	

議
長
会
議
（
新
潟
市
）

　
　
８	

議
会
報
特
別
委
員
会

	

（
議
会
だ
よ
り
第
106
号
）

　
　
28	

全
員
協
議
会

�

→
詳
細
は
ｐ
10

　
　
29	

社
会
産
業
常
任
委
員
会
視
察

�

→
詳
細
は
ｐ
19

２
・
12	

議
会
運
営
委
員
会

　
　
18	

全
員
協
議
会

�

→
詳
細
は
ｐ
11

　
　
19	

総
務
文
教
常
任
委
員
会
視
察

�

→
詳
細
は
ｐ
19

　
　
27	

議
会
運
営
委
員
会

３
・
６	

３
月
定
例
会
招
集
日

�

→
詳
細
は
ｐ
８

	

議
会
報
特
別
委
員
会

	

（
議
会
だ
よ
り
第
107
号
）

　
　
９	

社
会
産
業
常
任
委
員
会

	

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
10	

定
例
会
２
日
目

	

（
一
般
質
問
）

　
　
11	

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
13	

議
会
運
営
委
員
会

	

定
例
会
最
終
日

	

全
員
協
議
会

�

→
詳
細
は
ｐ
11

　
　
24	

議
会
報
特
別
委
員
会

	

（
議
会
だ
よ
り
第
107
号
）

議
会
の
う
ご
き

�

（
主
な
も
の
）

令
和
2
年
１
月
～
３
月

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の

�

委
嘱
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
、

坂
東
拓
哉
さ
ん
か
ら
就
任
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
た
。

 　
　
　

 　

問
題
を
見
つ
け
、
発
信

要
素
や
魅
力
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど

に
発
信
す
る
等
、
何
か
が
ほ
し
い
。

 　
　
　

 　

坂
東
さ
ん
は
、
以
前

Ⅰ
Ｔ
系
の
会
社
に
勤
め
て
お
ら
れ
、

知
識
が
豊
富
で
新
津
邸
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

発
信
し
、
反
響
が
あ
っ
た
と
の
こ
と

で
あ
る
。

出
雲
崎
産
コ
シ
ヒ
カ
リ

　

新
ブ
ラ
ン
ド
の

�

ネ
ー
ミ
ン
グ
に
つ
い
て

 　

 　
　
　

 　

応
募
総
数
は
、

１
０
０
４
件
で
、
慎
重
審
査
の
結
果
、

１
月
９
日
名
称
を
決
定
し
た
。

　

名
称
は
「
出
雲
崎
の
輝
き
」
で
あ

る
。町

有
地
の
売
払
い
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

町
で
は
空
家
等
対
策
計

画
に
基
づ
き
、
空
き
家
空
地
の
利
活

用
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
町

が
活
用
で
き
な
い
物
件
は
売
却
し
て
、

民
間
か
ら
有
効
活
用
し
て
も
ら
お
う

と
進
め
て
い
る
。

　

こ
の
度
、
２
件
の
売
却
を
進
め
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

 　
　
　

 　

申
し
込
み
資
格
は
、
町

内
に
住
所
を
有
す
る
法
人
や
個
人
と

い
う
こ
と
で
、
で
き
れ
ば
町
外
者
も

対
象
に
し
て
、
町
で
宅
地
分
譲
し
て

い
る
よ
う
に
、
売
却
後
何
年
以
内
に

別
荘
や
居
住
を
建
て
る
と
い
う
方
が

い
い
の
で
は
な
い
か
。

 　
　
　

 　

期
間
中
に
契
約
成
立
し

な
い
場
合
は
、
そ
う
い
う
事
情
を
踏

ま
え
、
売
却
内
容
を
再
検
討
し
売
却

を
進
め
た
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

�

普
及
促
進
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

本
町
の
交
付
申
請
状
況

は
、
２
月
２
日
現
在
583
人
で
あ
る
。

未
申
請
者
に
は
、
交
付
申
請
書
を
送

付
し
た
。
地
域
で
の
総
会
や
常
会
の

際
に
、
説
明
に
伺
う
。
区
長
を
通
じ

て
集
会
所
を
会
場
に
出
張
申
請
も
行

う
。

 　
　
　

 　

カ
ー
ド
が
写
真
付
き
に

な
る
が
、
更
新
な
ど
は
あ
る
の
か
。

更
新
が
あ
る
場
合
は
案
内
が
届
く
の

か
。

 　
　
　

 　

カ
ー
ド
の
有
効
期
限
が

10
年
間
と
な
っ
て
お
り
、
次
の
更
新

の
10
年
後
に
は
、
新
た
に
写
真
を

撮
っ
て
い
た
だ
く
形
に
な
る
。
更
新

時
に
は
期
限
前
に
確
実
に
通
知
が
届

く
。長

岡
市
北
部
斎
場

�

整
備
事
業
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

長
岡
市
で
は
与
板
斎
場
、

寺
泊
斎
場
の
老
朽
化
に
伴
い
、
長
岡

市
和
島
地
区
に
新
た
な
斎
場
を
建
設

す
る
運
び
と
な
り
、
本
町
も
建
設
費

の
負
担
を
行
う
。
令
和
２
年
度
に
着

工
し
、
令
和
10
年
度
に
供
用
開
始
の

予
定
で
あ
る
。
施
設
規
模
は
、
火
葬

炉
３
基
で
、
施
設
事
業
費
は
13
億
円

と
示
さ
れ
て
い
る
。

町
社
会
福
祉
協
議
会
の

�

職
員
体
制
に
つ
い
て

 　

 　
　
　

 　

４
月
１
日
か
ら
神

条
在
住
の
佐
藤
巌
さ
ん
に
新
し
い
事

務
局
長
と
し
て
、
お
勤
め
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
た
。

 　
　
　

 　

新
し
い
事
務
局
長
に
は
、

町
民
目
線
で
色
々
な
形
で
対
応
し
て

い
く
こ
と
を
心
掛
け
て
ほ
し
い
。

 　
　
　

社
会
福
祉
協
議
会
は
、

色
々
な
方
と
付
き
合
い
が
あ
る
の
で
、

事
務
的
な
こ
と
よ
り
、
対
外
的
な
人

と
の
接
し
方
が
大
事
で
あ
る
と
、
強

く
申
し
上
げ
た
。
新
局
長
以
下
職
員

に
、
意
思
を
伝
え
て
遺
漏
の
な
い
よ

う
に
や
ら
せ
て
も
ら
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

�

感
染
症
へ
の
対
策
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

マ
ス
ク
は
約
９
０
０
０

枚
の
備
蓄
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
配

布
し
た
数
は
、
町
施
設
・
児
童
ク
ラ

ブ
等
に
約
500
枚
、
町
内
２
医
療
機
関

に
250
枚
で
あ
る
。
お
お
む
ね
20
人
以

上
が
集
ま
る
会
議
は
、
中
止
ま
た
は

延
期
と
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
ご

承
知
お
き
願
い
た
い
。

ひ
ま
わ
り
ハ
ウ
ス
等
の

�

家
賃
減
免
の
取
扱
い

新
生
活
ス
ー
パ
ー
住
ま
い
取
得

  

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
補
助
金

�

交
付
要
綱
の
改
正
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

ひ
ま
わ
り
ハ
ウ
ス
等
の

家
賃
減
免
は
、
４
月
か
ら
町
内
の
転

居
で
あ
っ
て
も
出
来
る
よ
う
に
改
正

す
る
。

　

ス
ー
パ
ー
住
ま
い
取
得
・
リ

フ
ォ
ー
ム
支
援
補
助
金
は
、
事
業
費

に
よ
っ
て
階
段
状
の
補
助
金
制
度
に

変
化
す
る
も
の
に
変
更
す
る
。

総
務
課
長

加
藤
議
員

総
務
課
長

産
業
観
光
課
長

第
２
回
　
２
月
18
日
㈫

総
務
課
長

小
黒
議
員

総
務
課
長

町
民
課
長

安
達
議
員

町
民
課
長

町
民
課
長

保
健
福
祉
課
長

加
藤
議
員

町
長

第
３
回
　
３
月
13
日
㈮

総
務
課
長

建
設
課
長
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一

般

質

問

質問項目 質問項目 質問項目

質問項目 質問項目 質問項目

一般質問一般質問一般質問 ～町政を問う～～町政を問う～～町政を問う～

加藤 修三議員1

1.激甚化する自然災害の状
況を踏まえた防災、減災
の再見直し

13ページ

高橋 速円議員2

14ページ

三輪 　正議員3

1.ゼロカーボンの町実現を

15ページ

小黒 博泰議員4

1.町長の考える「トップ
セールス」とは

16ページ

安達 一雄議員5

1.新型コロナウイルスの町
内感染対策について

17ページ

髙桑 佳子議員6

1.町長のトップセールスは
何を目指すのか

18ページ

1.施策のメディア対策及び
効果について
2.共同通信社・全国自治体
アンケートについて
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一

般

質

問

Q&A激甚化する自然災害から
� 身を守る！

自分の身は自分で守るが
大鉄則！

町長

加藤 修三 議員

加
藤

 

当
町
は
常
に
津
波
や

洪
水
な
ど
の
災
害
に
備
え
た
避

難
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
が
、

参
加
者
が
少
な
い
。
災
害
時
の

避
難
対
応
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え

る
様
、
多
く
の
人
が
身
を
も
っ

て
体
験
し
、
災
害
時
に
役
に

立
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
多

く
の
人
か
ら
参
加
し
て
も
ら
う

こ
と
が
重
要
と
思
う
が
考
え
を

伺
う
。

避
難
の
必
要
性
を

�
求
め
て
い
く

町
長

 

町
民
各
位
の
協
力
を

い
た
だ
い
て
避
難
訓
練
を
行
っ

て
い
る
が
、
参
加
す
る
人
は
非

常
に
少
な
い
。
避
難
し
て
い
た

だ
き
た
い
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
な

場
面
で
申
し
上
げ
て
い
る
が
、

町
民
一
人
た
り
と
も
犠
牲
を
出

さ
な
い
た
め
に
も
更
に
末
端
地

域
、
集
落
に
入
っ
て
理
解
を
い

た
だ
く
よ
う
努
め
て
い
く
。

加
藤

 

避
難
指
示
・
避
難
勧

告
や
レ
ベ
ル
３
、
４
な
ど
大
雨

の
際
に
は
多
く
の
防
災
情
報
が

出
さ
れ
る
が
正
確
に
理
解
し
て

絶
対
に
災
害
犠
牲
者
を
出
さ

な
い
た
め
に
も
避
難
訓
練
に

よ
る
疑
似
体
験
の
強
化
を

複
雑
で
わ
か
り
に
く
い

避
難
情
報

い
る
人
は
３
割
も
い
な
い
と
言

わ
れ
て
い
る
。
速
や
か
な
避
難

対
応
を
と
る
た
め
に
分
り
や
す

い
避
難
情
報
を
ど
の
よ
う
に
出

し
て
い
る
か
伺
う
。

避
難
は
避
難
レ
ベ
ル
の

素
早
い
情
報
キ
ャ
ッ
チ
で

�

先
手
必
勝
対
応

町
長

 

避
難
レ
ベ
ル
な
ど
書

い
た
も
の
や
、
制
度
な
ど
理
解

し
て
い
た
だ
け
な
い
方
に
も
行

政
と
し
て
創
意
工
夫
を
講
じ
な

が
ら
万
全
を
期
す
。

加
藤

 

安
全
安
心
に
暮
ら
す

た
め
に
も
正
確
な
災
害
情
報
が

防
災
無
線
放
送
で
聞
き
取
れ
な

い
集
落
が
あ
っ
た
が
現
状
を
伺

う
。十

分
な
処
置
を
し
た

町
長

 

防
災
無
線
が
聞
き
取

り
に
く
い
八
手
、
田
中
方
面
で

あ
っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
改
善
し

た
。
何
か
あ
り
ま
し
た
ら
お
聞

か
せ
願
い
た
い
。

加
藤

 

昨
年
の
台
風
19
号
で

は
各
地
で
川
の
氾
濫
や
土
砂
災

防
災
無
線
体
制

町
管
理
の
中
小
河
川
や

排
水
路
の
機
能
は
万
全
か

害
で
甚
大
な
被
害
が
出
た
。
堤

防
決
壊
の
６
割
は
想
定
区
域
外

で
土
砂
災
害
の
３
割
が
警
戒
区

域
外
で
あ
っ
た
。

　

当
町
も
雨
が
降
る
と
川
や
側

溝
が
溢
れ
道
路
の
冠
水
が
ほ
ぼ

同
じ
場
所
で
起
き
る
が
、
町
管

理
の
河
川
機
能
を
生
か
す
た
め

雑
木
の
伐
採
、
河
床
掘
削
で
河

川
や
側
溝
の
溢
水
を
防
ぐ
管
理

体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

定
期
巡
回
と
地
域
か
ら
の

　
報
告
を
い
た
だ
き

�

対
応
し
て
い
く

町
長

 

春
先
の
河
川
巡
回
や

大
雨
が
降
っ
た
後
の
災
害
有
無

の
確
認
を
し
て
お
り
、
県
管
理

河
川
に
つ
い
て
は
、
災
害
が
起

こ
り
え
る
可
能
性
の
と
こ
ろ
は

県
に
改
善
要
望
し
お
り
、
普
通

河
川
等
で
災
害
等
が
発
生
し
た

と
き
は
直
ち
に
対
応
に
努
め
て

い
く
。

加
藤

 

昨
年
台
風
15
号
で
大

停
電
が
起
き
、
避
難
所
な
ど
住

民
支
援
拠
点
で
電
源
の
備
え
が

不
十
分
で
あ
っ
た
。
避
難
時
の

人
命
救
助
で
重
要
と
さ
れ
る
72

時
間
以
上
稼
働
で
き
る
非
常
用

電
源
確
保
の
自
治
体
は
４
割
で

あ
り
当
町
の
対
応
状
況
を
伺
う
。

避
難
所
な
ど
の

非
常
用
電
源
は
万
全
か

非
常
用
電
源
は
万
全

町
長

 

常
に
長
時
間
発
電
で

き
る
よ
う
対
応
す
る
。
自
家
発

電
設
備
は
役
場
、
公
民
館
各
改

善
セ
ン
タ
ー
に
、
他
に
可
変
型

発
電
機
も
保
有
し
、
稼
働
72
時

間
を
超
え
る
発
電
機
を
設
置
し

て
い
る
。

加
藤

 

災
害
等
停
電
で
も
ふ

れ
あ
い
の
里
で
入
浴
や
家
庭
で

使
う
医
療
機
器
が
使
え
る
電
力

供
給
を
ふ
れ
あ
い
の
里
隣
の
東

京
電
力
災
害
対
策
支
援
拠
点
に

太
陽
光
発
電
と
蓄
電
池
設
置
要

望
を
で
き
な
い
か
伺
う
。

要
望
す
る

町
長

 

災
害
時
対
応
の
機
器

等
に
つ
い
て
は
東
電
に
要
望
し
、

町
が
活
用
で
き
る
体
制
を
整
え

て
い
き
た
い
。

ふ
れ
あ
い
の
里
は

災
害
時
で
も
入
浴
な
ど

で
き
る
よ
う
に

避難訓練の様子
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一

般

質

問

高
橋

 

メ
デ
ィ
ア
対
策
に
つ

い
て
伺
う
。
先
般
議
会
で
は
東

京
都
奥
多
摩
町
に
行
っ
て
き
た
。

定
住
促
進
、
空
き
家
対
策
で
同

じ
よ
う
な
施
策
を
講
じ
な
が
ら
、

な
ぜ
出
雲
崎
は
注
目
さ
れ
な
い

の
か
？
町
長
は
疑
問
に
思
っ
た

こ
と
は
な
い
か
？

町
長

 

マ
ス
コ
ミ
の
効
果
は

必
要
だ
。
息
の
長
い
Ｐ
Ｒ
が
大

事
だ
。
小
さ
な
町
の
挑
戦
と
し

て
根
付
か
せ
る
。
目
標
は
達
し

て
い
る
。

高
橋

 

一
言
で
い
う
と
住
み

や
す
い
良
い
所
、
と
い
う
こ
と

し
か
な
い
。
こ
れ
を
売
り
込
む

の
が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で
は
な

い
か
？

徹
底
的
に
行
動
す
る
！

町
長

 

そ
れ
が
勝
負
だ
と

思
っ
て
い
る
。
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
。
過
疎
だ
。
し
か
し
そ

の
中
で
総
合
戦
略
の
３
つ
の
大

き
な
項
目
を
挙
げ
て
い
る
。

　

徹
底
的
に
行
動
に
移
し
て
い

く
。
直
に
い
ろ
い
ろ
な
人
と
触

れ
合
う
こ
と
に
よ
り
輪
を
拡
げ

る
。

ナ
ニ
を
売
り
込
む
か
？

Q&A全国自治体アンケート
　避難所の設備など、
　　　どう回答したか？

可能な限り対策している町長

高橋 速円 議員

高
橋

 

共
同
通
信
が
昨
年
秋

に
実
施
し
た
全
国
市
区
町
村
対

象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
、
景
況
感

や
避
難
所
に
つ
い
て
ど
う
回
答

し
た
の
か
？

町
長

 

担
当
が
昨
年
回
答
し

て
い
る
が
、
景
況
感
は
変
わ
ら

な
い
、
と
回
答
し
た
。
ま
た
避

難
所
に
つ
い
て
の
改
善
す
べ
き

も
の
12
個
か
ら
の
選
択
は
、
更

衣
室
や
授
乳
室
設
備
、
段
ボ
ー

ル
ベ
ッ
ド
、
簡
易
ベ
ッ
ド
の
配

備
増
備
を
回
答
し
た
。

高
橋

 
Ｔ
Ｋ
Ｂ
と
い
う
言
葉

が
あ
る
。
Ｔ
は
ト
イ
レ
、
Ｋ
は

キ
ッ
チ
ン
、
Ｂ
は
ベ
ッ
ド
。
避

難
所
で
は
こ
の
三
つ
の
改
善
が

急
務
と
さ
れ
て
い
る
。
内
閣
府

も
そ
れ
を
支
援
し
て
い
る
。
町

は
特
に
段
ボ
ー
ル
を
配
備
す
る

必
要
が
あ
る
。

町
長

 

吉
沢
工
業
さ
ん
と
協

力
し
体
制
を
整
え
た
い
。

高
橋

 

近
年
の
大
災
害
を
経

験
し
た
首
長
が
ま
と
め
た
、
所

謂
「
ト
ッ
プ
が
な
す
べ
き
24
ヶ

条
」
に
日
頃
か
ら
住
民
と
対
話

せ
よ
と
あ
る
。
危
機
に
際
し
事

前
に
理
解
を
得
る
こ
と
の
必
要

性
を
説
い
て
い
る
。
町
民
と
の

災
害
時
に
ト
ッ
プ
が
な
す
べ
き

24
ヶ
条
を
ご
存
じ
か
？

対
話
、
い
つ
ま
で
に
や
る
か
？

町
長

 

タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計

ら
い
、
や
る
。

高
橋

 

次
の
３
点
を
提
言
す

る
。

１�

、
行
政
に
も
限
界
が
あ
る
こ

と
を
町
民
に
率
直
に
伝
え
る
。

２�

、
職
員
も
人
だ
。
一
時
撤
退

も
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
お
く

べ
き
だ
。

３�

、
過
疎
法
が
切
れ
る
が
議
員

立
法
に
財
政
力
指
数
に
関
す

る
特
別
措
置
を
附
則
に
盛
り

込
む
べ
き
だ
と
要
望
す
べ
き

だ
。

町
長

 

こ
れ
か
ら
要
望
段
階

に
入
る
。

高
橋

 

昭
和
36
年
の
大
災
害

で
町
で
は
13
人
が
亡
く
な
り
、

橋
が
流
さ
れ
、
134
戸
の
住
宅
が

全
壊
し
た
。
こ
の
時
の
降
雨
量

は
最
大
時
で
79・８
㎜
と
聞
く
。

　

い
ま
100
㎜
の
最
大
時
降
雨
量

の
時
代
だ
。
一
刻
の
猶
予
も
な

ら
な
い
。
し
か
も
町
の
避
難
所

は
弱
点
が
あ
る
。
こ
の
意
見
に

ど
う
思
う
か
？

町
長

 

次
の
段
階
を
迎
え
て

い
る
。

町
の
避
難
所
は

み
な
弱
点
が
あ
る
！

認
識
を
共
有
す
べ
き
だ
！

昭和 36 年集中豪雨
島崎川が氾濫した

なぜ同じ施策を講じながら、
出雲崎町は注目されないのか？

有効に施策を講じ
初期の目標は達成している

町長
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一

般

質

問

Q&Aゼロカーボンの町実現を
エコパーク跡地に
環境学習体験施設を要望

町長

三輪 　正 議員

三
輪

 

地
球
温
暖
化
に
よ
り

世
界
中
に
大
き
な
被
害
を
及
ぼ

し
て
い
る
。
台
風
19
号
、
昨
年

の
高
温
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ア
メ
リ
カ
の
山
火
事
な
ど
多
発

し
て
い
る
。

　

一
番
の
原
因
と
し
て
二
酸
化

炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
の
増
加
が
大

き
く
、
各
国
は
阻
止
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

当
町
は
エ
コ
パ
ー
ク
が
立
地

し
山
林
面
積
も
多
く
、
そ
れ
ら

を
生
か
し
て
、
日
本
で
一
番
環

境
に
や
さ
し
い
町
（
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
）、
出
雲
崎
を
目
指
す
べ

き
と
考
え
る
。

　

当
町
の
自
然
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
（
太
陽
光
発
電
）
の
現
状

と
元
レ
ー
ダ
ー
基
地
跡
（
芝

峠
）
で
の
風
力
発
電
所
調
査
に

つ
い
て
伺
う
。

東
京
ガ
ス
が
風
力
調
査
中

町
長

 

太
陽
光
は
町
の
下
水

処
理
場
、
旧
尼
瀬
グ
ラ
ン
ド
、

当
町
の
太
陽
光
と

風
力
発
電
は

小
竹
、
市
野
坪
、
船
橋
地
内
と

エ
コ
パ
ー
ク
埋
立
地
に
約
２
千

KW
の
発
電
所
が
稼
働
し
て
い
る
。

　

風
力
発
電
は
東
京
ガ
ス
が
芝

峠
で
風
力
の
調
査
中
で
あ
る
。

三
輪

 

町
内
３
０
０
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
山
林
を
生
か
し
て
、

間
伐
整
備
に
よ
る
「
カ
ー
ボ
ン

オ
フ
セ
ッ
ト
」
の
登
録
で
、
森

林
整
備
に
よ
り
削
減
さ
れ
る
二

酸
化
炭
素
を
企
業
な
ど
に
売
却

し
て
、
そ
の
資
金
を
整
備
に
回

す
、
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
べ
き

と
考
え
る
が
。

所
有
者
、森
林
組
合
と
検
討

町
長

 
温
暖
化
阻
止
に
有
効

と
考
え
る
が
、
こ
の
制
度
の
要

件
の
ク
リ
ア
が
難
し
い
の
で
、

所
有
者
、
森
林
組
合
な
ど
と
可

能
か
ど
う
か
検
討
を
進
め
て
い

く
。

カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト

取
組
を

三
輪

 

２
期
埋
立
地
の
活
用

に
つ
い
て
県
は
検
討
中
と
聞
き

ま
す
が
、
町
の
活
性
化
の
た
め

「
環
境
学
習
展
示
施
設
」
を
県

に
要
望
し
て
ほ
し
い
。
エ
コ

パ
ー
ク
で
の
太
陽
光
発
電
や
東

京
ガ
ス
の
風
力
発
電
所
や
隣
接

す
る
林
道
船
橋
田
中
線
周
辺
で

進
む
間
伐
、
広
葉
林
整
備
な
ど

エ
コ
パ
ー
ク
跡
地
に

環
境
学
習
施
設
を

活
用
し
て
、
出
雲
崎
で
の
取
り

組
を
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
と
考
え

る
が
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

計
画
策
定
に
関
わ
っ
て
い
く

町
長

 

来
年
度
よ
り
県
は
エ

コ
パ
ー
ク
の
跡
地
利
用
の
基
本

計
画
構
想
策
定
に
取
り
組
む
予

定
で
、
町
も
策
定
に
関
わ
っ
て

い
く
。
私
も
ご
提
案
の
施
設
を

進
め
る
べ
き
と
考
え
て
お
り
、

県
と
の
協
議
の
中
で
し
っ
か
り

反
映
し
て
い
く
。

一
口
メ
モ

★
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
と
は
？

　
地
球
温
暖
化
に
よ
る
リ
ス

ク
を
低
減
し
、
持
続
可
能

な
未
来
を
実
現
す
る
た
め
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化

炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
排
出
の
実

質
ゼ
ロ
を
目
指
す
。

★
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
と
は
？

　
自
ら
排
出
し
た
二
酸
化
炭

素
を
森
林
整
備
な
ど
の
削
減

活
動
に
投
資
（
ク
レ
ジ
ッ
ト

購
入
）
す
る
こ
と
で
排
出
さ

れ
る
、
温
室
効
果
ガ
ス
を
相

殺
す
る
と
い
う
考
え
方
。

エコパークの太陽光発電所
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一

般

質

問

Q&A町長の考える
「トップセールス」とは

外部へのトップセールスを
目標に行動

町長

小黒 博泰 議員

小
黒

 

町
長
選
も
３
回
連
続

で
無
投
票
に
終
わ
り
、
９
期
目

の
全
国
最
高
齢
の
首
長
と
な
り
、

マ
ス
コ
ミ
関
係
な
ど
で
一
躍
有

名
人
に
な
っ
て
い
る
時
で
、
出

雲
崎
を
今
ま
で
以
上
に
Ｐ
Ｒ
す

る
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
る
。

　

新
年
の
挨
拶
の
中
で
も
、

「
外
に
向
け
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

を
積
極
的
に
展
開
し
ま
す
。」

と
あ
り
、
最
近
も
様
々
な
場
面

で
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
言
葉
を

聞
く
が
、
町
長
の
考
え
る
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
と
は
ど
う
い
う
も

の
な
の
か
考
え
を
伺
う
。

外
部
へ
の
セ
ー
ル
ス
を

�

目
標
に
行
動
し
た
い

町
長

 

９
期
目
を
皆
さ
ん
の

ご
協
力
で
当
選
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
併
せ
て
、
全
国
最
高

齢
と
い
う
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ

な
場
面
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
も
９
選
と
な

る
と
、
長
き
は
水
が
よ
ど
む
と

い
う
こ
と
、
高
齢
で
果
た
し
て

前
進
が
あ
る
の
か
と
心
配
を
さ

れ
て
い
る
方
が
沢
山
い
る
と
思

う
。
そ
の
気
持
ち
は
十
分
理
解

し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
逆
手
に

と
り
一
つ
の
看
板
に
し
な
が
ら
、

町
長
の
考
え
る

「
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
」と
は

小
さ
な
町
で
も
町
民
と
も
一
緒

に
な
っ
て
全
力
で
頑
張
っ
て
い

る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

　

特
に
取
り
組
み
た
い
事
は
、

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で
、
各

企
業
に
積
極
的
に
訪
問
し
、
結

果
は
分
か
ら
な
い
が
行
動
を
起

こ
し
て
い
き
た
い
考
え
で
、
検

討
し
て
い
る
。

小
黒

 

町
長
は
外
部
に
対
し

て
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
が
一
番

と
言
う
が
、
第
２
期
総
合
戦
略

等
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
は
若
い

方
・
女
性
・
妊
婦
さ
ん
等
々
、

地
域
に
出
向
い
て
の
話
し
合
い

の
中
で
意
見
を
十
分
聞
き
総
合

戦
略
に
反
映
し
、
こ
の
町
を
良

く
し
よ
う
と
す
る
中
で
、
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
の
企
業
訪
問

は
当
然
の
事
で
、
最
初
に
町
民

に
対
す
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
が

一
番
と
考
え
る
が
。

足
元
を
固
め
る
こ
と
は
当
然

町
長

 

あ
ら
ゆ
る
場
面
を
想

定
し
な
が
ら
、
ま
ず
足
元
を
固

め
る
こ
と
は
当
然
と
考
え
る
。

最
も
こ
れ
か
ら
活
躍
し
て
頂
き

た
い
、
将
来
を
託
す
若
者
、
子

供
さ
ん
の
い
る
女
性
な
ど
、
皆

さ
ん
が
本
当
に
こ
の
町
に
住
み

生
き
続
け
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

頑
張
っ
て
頂
け
る
様
な
町
づ
く

り
を
し
た
い
こ
と
が
私
の
基
本

で
あ
る
。

　

町
民
と
会
話
す
る
集
会
を
開

催
し
、
基
本
的
な
考
え
を
申
し

上
げ
な
が
ら
町
に
対
す
る
理
解

と
提
言
を
頂
き
、
町
を
よ
く
す

る
た
め
皆
さ
ん
の
お
力
を
借
り

た
い
事
と
併
せ
、
外
部
的
に
も

働
き
か
け
を
し
た
い
。

町
民
に
対
す
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

が
一
番
と
考
え
る
が

小
黒

 

北
海
道
の
知
内
町
の

町
長
は
、
地
場
産
業
の
担
い
手

確
保
の
た
め
高
校
に
出
向
き
、

町
の
情
勢
な
ど
を
分
か
り
や
す

く
説
明
し
、
町
に
残
り
産
業
を

引
き
継
い
で
も
ら
う
た
め
の
講

話
を
行
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う

事
が
町
民
に
対
す
る
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
と
考
え
る
が
、
町
長

の
考
え
は
。

で
き
る
限
り
の
対
応
を

�

し
て
い
き
た
い

町
長

 

十
分
自
覚
し
て
い
る

中
で
、
行
動
を
起
こ
す
企
画
を

組
ん
で
い
る
。
意
欲
の
あ
る
人

た
ち
の
気
持
ち
を
し
っ
か
り
吸

い
上
げ
な
が
ら
、
で
き
る
限
り

の
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

　

や
は
り
夢
を
か
な
え
る
、
希

望
に
応
え
ら
れ
る
様
な
事
を

や
っ
て
い
け
ば
、
町
に
若
者
が

住
み
つ
い
て
、
子
育
て
も
で
き

る
要
因
に
な
る
と
思
う
の
で
、

そ
の
点
は
十
分
理
解
し
て
や
っ

て
い
き
た
い
。

小
黒

 

若
い
人
達
が
本
当
に
、

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
町
長
と
話
が

で
き
る
場
を
是
非
つ
く
っ
て
頂

き
た
い
。

小・中・高
校
生
の
セ
ー
ル
ス
も

必
要
と
考
え
る
が

セールスイメージ
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一

般

質

問

Q&A新型コロナウイルスの
町内感染対策について

町として対策本部を設け
迅速かつ適切な措置を取る

町長

安達 一雄 議員

安
達

 

世
界
中
や
日
本
各
地

で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
拡

散
し
て
い
る
。
新
潟
県
内
も
感

染
者
が
出
て
い
る
が
、
自
治
体

職
員
や
学
校
関
係
者
が
感
染
し

た
場
合
の
対
策
及
び
マ
ニ
ュ
ア

ル
作
成
が
急
務
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
町
と
し
て
ど
の
様
な
考

え
で
あ
る
の
か
を
伺
う
。

町
長

 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
は
、
本
当
に

住
民
生
活
や
経
済
活
動
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
町
と

し
て
も
対
策
本
部
を
設
け
、
状

況
に
応
じ
迅
速
か
つ
適
切
な
措

置
を
取
る
。

　

教
職
員
が
感
染
し
た
、
ま
た

は
濃
厚
接
触
者
と
特
定
さ
れ
た

場
合
に
お
い
て
は
、
学
校
は
感

染
症
対
策
の
対
応
の
流
れ
を
通

知
に
基
づ
い
て
臨
時
休
業
や
出

勤
停
止
の
決
定
保
護
者
へ
の
説

明
、
校
舎
内
の
消
毒
、
健
康
観

察
な
ど
を
行
う
事
に
な
り
そ
の

際
、
学
校
で
の
詳
細
は
行
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
よ
り
、
国
、
県
の

通
知
や
県
保
健
所
あ
る
い
は
学

校
へ
の
指
導
の
下
に
、
対
応
す

る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　
町
内
は
大
丈
夫
か

安
達

 

新
潟
県
で
も
、
感
染

者
が
出
て
い
る
。

　

今
後
も
感
染
す
る
心
配
が
あ

る
。
当
町
に
一
人
も
感
染
者
が

出
な
い
よ
う
に
万
全
の
予
防
策

を
講
じ
て
も
ら
い
た
い
。

　

ま
た
学
校
が
休
み
に
な
っ
て

い
る
の
に
児
童
ク
ラ
ブ
を
稼
働

さ
せ
て
大
丈
夫
な
の
か
を
伺
う
。

町
長

 

児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い

て
は
、
共
働
き
家
庭
な
ど
の
留

守
家
庭
の
小
学
校
に
就
学
し
て

い
る
児
童
を
対
象
と
し
て
お
り
、

特
に
低
学
年
の
児
童
は
留
守
番

す
る
事
が
困
難
な
場
合
や
、
学

校
と
異
な
る
も
の
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
感
染
予
防
に
留
意
し
て
、

原
則
と
し
て
開
所
す
る
よ
う
国

か
ら
通
知
さ
れ
て
い
る

安
達

 

町
長
も
承
知
の
と
お

り
、
薬
局
や
ス
ー
パ
ー
で
は
マ

ス
ク
が
売
切
れ
状
態
で
、
親
は

仕
事
で
マ
ス
ク
が
必
要
で
あ
り
、

子
供
の
分
の
マ
ス
ク
が
無
い
状

況
で
あ
る
。
備
蓄
し
て
あ
る
マ

県
内
で
も
感
染
・
発
症
し
た

マ
ス
ク
が
無
い

ス
ク
も
少
な
く
な
り
困
っ
て
い

た
。
学
校
に
予
備
マ
ス
ク
を
常

備
し
て
欲
し
い
と
の
声
が
あ
る

が
、
町
の
考
え
を
伺
う
。

教
育
課
長

 

学
校
で
も
備
蓄
し

て
い
る
。
有
る
物
は
使
う
と
い

う
対
応
を
し
て
い
る
。
役
場
に

も
以
前
購
入
し
た
マ
ス
ク
が
若

干
あ
り
、
そ
う
し
た
も
の
を
使

い
な
が
ら
、
何
と
か
こ
の
局
面

を
乗
り
切
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。安

達

 

学
校
が
休
校
し
、
児

童
が
家
庭
に
い
る
た
め
、
食
費

が
大
き
く
増
加
し
て
い
る
状
態

だ
。
子
供
の
い
る
家
庭
に
町
と

し
て
何
か
支
援
す
る
考
え
が
あ

る
か
を
伺
う
。

町
長

 

そ
れ
に
対
す
る
休
業

補
償
な
ど
国
は
補
填
す
る
と
い

う
こ
と
な
の
で
、
町
と
し
て
独

自
の
対
応
は
考
え
て
い
な
い
。

安
達

 

休
校
に
よ
り
授
業
日

数
等
が
不
足
す
る
こ
と
に
な
り
、

そ
の
分
は
ど
の
様
な
形
で
補
う

の
か
を
伺
う
。

教
育
課
長

 

学
校
が
始
ま
っ
て

か
ら
進
級
し
た
と
こ
ろ
で
、
不

足
分
の
授
業
を
行
う
と
い
う
形

を
国
も
認
め
て
い
る
の
で
、
そ

う
し
た
対
応
を
や
っ
て
い
き
た

い
。安

達

 

感
染
症
に
よ
り
、
観

光
業
や
製
造
業
に
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
。

　

町
内
観
光
施
設
や
飲
食
業
、

宿
泊
関
係
へ
の
影
響
が
出
た
場

合
、
町
と
し
て
支
援
す
る
考
え

は
あ
る
の
か
。
ま
た
町
の
景
気

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

 

観
光
地
の
宿
泊
施
設

で
は
キ
ャ
ン
セ
ル
等
に
よ
り
、

損
害
が
発
生
し
て
い
る
事
が
連

日
報
道
さ
れ
、
一
日
も
早
い
終

息
に
我
々
も
協
力
し
て
い
く
。

出
雲
崎
町
の
経
営
基
盤
は
安
定

し
て
い
る
と
考
え
る
が
、
国
か

ら
の
中
小
企
業
継
続
の
為
の
制

度
を
活
用
し
、
不
足
す
る
部
分

に
つ
い
て
は
、
商
工
会
や
業
者

の
皆
さ
ん
と
連
携
し
て
対
応
し

て
い
き
た
い
。

　
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク

　
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク

　
　
　
　
「
３
つ
の
密
」

　
　
　
　
「
３
つ
の
密
」

　
　
◎
密
集

　
　
◎
密
接

　
　
◎
密
閉

町
内
の
中
小
企
業
の

�

支
援
が
必
要
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一

般

質

問

Q&Aトップセールスで
� 雇用の創出を

待つ身ではなく、積極的に出向いて町長

髙桑 佳子 議員

髙
桑

 

令
和
２
年
度
か
ら
始

ま
る
第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
事
業
の
な

か
で
、
「
し
ご
と
」
の
創
生
と

い
う
の
が
、
一
番
少
な
い
と
感

じ
て
い
る
。

　

そ
の
部
分
に
つ
い
て
、
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
で
、
足
が
か
り
を

作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

会
社
に
出
勤
せ
ず
、
自
宅
で

仕
事
を
行
う
テ
レ
ワ
ー
ク
が
注

目
さ
れ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

緊
急
に
導
入
す
る
企
業
も
増
え

て
お
り
、
さ
ら
に
進
む
で
あ
ろ

う
。
企
業
か
ら
離
れ
た
場
所
に

小
さ
な
オ
フ
ィ
ス
を
設
置
す
る

「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
」
も

注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

総
合
戦
略
事
業
に
は
「
町
家

オ
フ
ィ
ス
誘
致
支
援
事
業
」
が

あ
る
が
、
そ
の
評
価
指
数
は
５

年
間
で
１
事
業
、
地
元
雇
用
２

人
と
見
積
も
り
は
少
な
い
。

　

町
と
し
て
は
非
常
に
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
し
期
待
し
て
い
る
。

も
っ
と
強
く
進
め
る
べ
き
と
思

う
が
、
町
長
は
ど
う
考
え
る
か

伺
う
。

町
家
オ
フ
ィ
ス
を

強
く
推
し
進
め
て

町
長

 

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
の
誘
致
に
は
、
積
極
的
に
進

め
る
と
い
う
こ
と
で
取
組
ん
で

き
た
。
石
井
町
の
町
有
物
件
を

活
用
し
よ
う
と
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
考
え
て
い
た
以
上
に
傷
ん

で
お
り
、
開
設
す
る
に
は
難
し

く
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
。

　

総
務
省
の
補
助
事
業
、
過
疎

対
策
事
業
の
措
置
も
で
き
る
の

で
、
今
後
も
こ
の
事
業
を
成
功

さ
せ
る
べ
く
、
進
め
て
い
き
た

い
。髙

桑

 

海
岸
地
域
に
も
西
越

地
域
に
も
対
象
と
な
る
空
き
家

は
多
い
。
整
備
し
て
お
渡
し
す

る
の
で
は
な
く
、
例
え
ば
そ
の

ま
ま
提
供
し
て
、
改
修
に
対
し

て
補
助
を
す
る
方
が
良
い
の
で

は
な
い
か
。
出
雲
崎
に
は
海
も

山
も
あ
り
、
豊
か
な
自
然
が
あ

る
。
地
域
資
源
の
メ
リ
ッ
ト
を

活
か
し
て
展
開
し
て
欲
し
い
。

髙
桑

 

町
家
オ
フ
ィ
ス
の
一

つ
と
し
て
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
は

誘
致
で
き
な
い
か
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
購
入
や
テ
レ
フ
ォ

ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
今
や
当
た

り
前
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
窓

口
や
フ
ォ
ロ
ー
を
担
う
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
大
き
い
。

誘
致
で
き
れ
ば
、
か
な
り
の
雇

用
が
見
込
め
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長

 

小
規
模
な
も
の
で
あ

れ
ば
、
大
都
市
圏
の
オ
フ
ィ
ス

で
事
が
足
り
る
た
め
、
中
か
ら

大
規
模
な
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
た
方
が
、
企
業
と
し
て

は
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
町
と
し

て
そ
の
よ
う
な
大
き
な
区
画
・

分
譲
は
行
え
な
い
。

　

ま
た
、
従
業
員
や
駐
車
場
の

確
保
も
難
し
い
。
北
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
流
通
産
業
団
地
の
動

向
に
注
目
し
な
が
ら
、
そ
の
居

住
の
受
入
先
と
し
て
選
ば
れ
る

ま
ち
づ
く
り
に
傾
注
し
て
い
き

た
い
が
、
当
町
を
立
地
の
候
補

と
す
る
企
業
が
あ
れ
ば
、
積
極

的
に
応
じ
て
い
き
た
い
。

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の

誘
致
は
ど
う
か

髙
桑

 

高
速
通
信
の
発
達
は

目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
10

年
前
に
当
町
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー

を
整
備
し
た
際
、
Ｎ
Ｃ
Ｔ
と
競

合
し
、
事
業
費
の
違
い
か
ら
Ｎ

Ｔ
Ｔ
に
な
っ
た
と
き
い
て
い

る
。
Ｎ
Ｃ
Ｔ
は
現
在
、
格
安
で

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
も
提
携
し
て
い

て
光
フ
ァ
イ
バ
ー
通
信
を
利
用

し
て
の
サ
ー
ビ
ス
も
可
能
と
聞

く
。
今
後
の
整
備
に
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

町
長

 

Wi

−

Fi
環
境
は
、
町

内
13
ヶ
所
の
公
共
施
設
で
整
備

を
完
了
し
て
い
る
。
総
合
戦
略

の
な
か
で
も
、
町
の
宿
泊
施
設

環
境
整
備
促
進
補
助
事
業
を
創

設
す
る
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

面
的
な
整
備
は
今
の
と
こ
ろ
考

え
て
い
な
い
が
、
Ａ
Ｉ
の
時
代

に
遅
れ
を
と
ら
な
い
よ
う
、
考

慮
し
て
い
く
。

高
速
通
信
網
の

さ
ら
な
る
整
備
を
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委
員
会
視
察

　

2
月
19
日
に
、
通
学
路

に
お
け
る
危
険
個
所
や
外

灯
設
置
予
定
場
所
を
視
察

し
ま
し
た
。

　

小
中
学
校
か
ら
要
望
の

あ
っ
た
8
ヶ
所
の
う
ち

3
ヶ
所
は
、
令
和
２
年
度

に
設
置
予
定
だ
が
、
5
ヶ

所
に
つ
い
て
は
、
電
気
料

や
電
柱
設
置
費
用
等
、
地

域
で
の
負
担
も
あ
る
の
で
、

よ
く
理
解
・
共
有
の
上
、

進
め
る
こ
と
が
大
事
で
あ

る
と
教
育
課
よ
り
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

現
地
視
察
を
終
え
、
以

下
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
報
告
し
ま
す
。

〇�

設
置
す
る
外
灯
予
算
は
、

教
育
課
所
管
で
は
な
く
、

維
持
管
理
の
観
点
か
ら

総
務
課
所
管
で
予
算
範

囲
内
と
の
こ
と
だ
が
、

設
置
費
用
に
つ
い
て
は

教
育
課
所
管
と
す
べ
き

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

〇�

限
ら
れ
た
予
算
で
行
う

の
で
、
１
ヶ
所
で
も
多

く
設
置
で
き
る
よ
う
に
、

設
置
経
費
単
価
の
圧
縮

に
取
り
組
ん
で
も
ら
い

た
い
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

〇�

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
の

学
校
長
よ
り
通
学
路
以

外
で
も
日
常
暗
く
危
険

と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ

る
の
で
、
そ
の
箇
所
に

つ
い
て
も
設
置
を
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
と

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

〇�

視
察
し
た
箇
所
に
つ
い

て
は
、
全
委
員
よ
り
設

置
が
必
要
と
全
会
一
致

し
、
執
行
部
に
対
し
強

く
要
請
し
ま
す
。

　

総
務
文
教
常
任
委
員
長

�

中
野　

勝
正

　

委
員
（
５
名
）
全
員
で

観
光
施
設
「
心
月
輪
」
と

農
産
物
加
工
場
の
営
業
、

運
営
状
況
を
視
察
し
ま
し

た
。

　

心
月
輪
内
レ
ス
ト
ラ
ン
、

ル
ポ
は
松
永
組
合
長
よ
り
、

昨
年
下
旬
よ
り
開
始
し
た

「
ワ
ン
コ
イ
ン
弁
当
」
の

販
売
状
況
に
つ
い
て
、
12

月
は
91
万
円
で
１
日
最
大

で
150
食
、
平
均
80
食
。
配

達
地
域
は
出
雲
崎
約
５
％
、

柏
崎
刈
羽
65
％
、
長
岡
市

30
％
で
銀
行
、
病
院
、
薬

局
、
学
校
な
ど
で
女
性

が
多
く
、
ヘ
ル
シ
ー
メ

ニ
ュ
ー
が
好
評
で
す
。
配

達
先
は
約
300
軒
。

　

委
員
か
ら
は

①�

弁
当
事
業
の
取
組
、
実

施
に
つ
い
て
高
評
価
で

あ
る
が
、
配
達
コ
ス
ト

の
低
減
が
必
要
。

②�
本
業
の
レ
ス
ト
ラ
ン
客

を
増
加
す
る
努
力
が
必

要
。

等
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
小
木
地
区
内
に
あ

る
越
後
さ
ん
と
う
農
協
運

営
の
農
産
物
加
工
場
で
担

当
者
よ
り
稼
働
状
況
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

稼
働
日
180
日
、
生
産
は

味
噌
教
室
分
６
・
２
ト
ン
、

販
売
味
噌
２
・
４
ト
ン
、

梅
干
０
・
７
ト
ン
と
少
な

く
、
施
設
も
老
朽
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。

　

委
員
よ
り
稼
働
率
ア
ッ

プ
の
対
策
が
必
要
と
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
会
と
し
て
は
両
施

設
の
売
上
額
や
稼
働
率

ア
ッ
プ
に
つ
い
て
今
後
も

注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

社
会
産
業
常
任
委
員
長

�

三
輪　

正

国道352号線外灯視察

委員会 委員会 視察・調査報告視察・調査報告

心月輪・農産物加工場

出雲崎小・中学校通学路

社社会産業常任委員会

総総務文教常任委員会

1
29

2
19

（単位：円）令 和 元 年 度   政 務 活 動 費 報 告

月額5,000円×令和元年度活動月数（12カ月）で交付

議員氏名 交付額
支出内訳

合計 返納金
調査研究費 研修費 資料購入費 事務費

仙海 直樹 60,000 48,170 0 19,770 700 68,640 0
髙桑 佳子 60,000 56,070 18,000 20,952 1,700 96,722 0
小黒 博泰 60,000 48,170 0 18,192 1,000 67,362 0
中川 正弘 60,000 31,010 0 46,200 0 77,210 0
中野 勝正 60,000 48,340 0 19,668 4,632 72,640 0
高橋 速円 60,000 31,010 0 48,000 1,000 80,010 0
諸橋 和史 60,000 48,170 0 18,192 1,700 68,062 0
加藤 修三 60,000 44,420 0 30,990 1,700 77,110 0
三輪 　正 60,000 31,010 0 48,000 0 79,010 0
安達 一雄 60,000 48,170 0 18,192 1,700 68,062 0



み
た
く
な
る
町
、
住
み
た
い

町
へ
と
、
変
遷
す
る
魅
力
が

内
在
し
て
い
る
と
思
料
さ
れ

ま
す
。

　
県
外
か
ら
居
住
の
用
に
供

す
る
為
に
来
た
者
に
取
っ
て

の
魅
力
は
、
心
の
資
産
と
感

じ
ら
れ
ま
す
。
町
民
を
知
る

町
議
会
は
、
今
後
様
々
な
問

題
と
対
峙
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
す
が
、
是
非
取
組
の
一
助

と
し
て
「
和
を
以
て
尊
し
と

な
す
」
を
運
営
の
糧
に
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
に
存
じ

ま
す
。
末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
議
会
運
営
の
御
活
躍

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

す
。

　
本
町
は
里
山
を
始
め
と
し
、

四
季
の
空
気
が
肌
身
を
通
し

て
感
じ
る
町
、
言
い
換
え
れ

ば
自
然
の
造
形
美
を
時
系
列

的
に
体
感
可
能
で
、
自
然
と

心
が
和
む
所
で
有
り
ま
す
。

ま
た
視
点
を
変
え
れ
ば
歴
史

文
化
等
種
々
の
潜
在
的
な
宝

が
温
存
さ
れ
て
い
る
と
申
し

て
も
、
過
言
で
は
な
い
魅
力

が
有
り
、
実
態
を
知
れ
ば
住

　
　
　
間
で
は
72
才
そ
ん
な

　
　
　
年
に
な
っ
た
か
と
言

わ
れ
る
事
が
多
々
有
る
が
、

心
中
は
ま
だ
72
才
と
言
い
聞

か
せ
て
い
る
。
そ
う
し
た
陽

天
志
向
の
気
持
ち
が
精
神
的

な
若
返
り
の
秘
訣
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
そ
れ
が
起
爆
剤
と

な
り
、
趣
味
の
バ
イ
ク
で
日

本
一
周
も
や
り
遂
げ
、
余
暇

を
農
作
業
と
過
ご
す
最
適
な

本
町
と
巡
り
合
っ
た
次
第
で

世

編

集

後

記

表
紙
小
話

の
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議
会
報
特
別
委
員
会

　
待
ち
に
待
っ
た
「
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
」
が
我
が
町
に
も
来
て

く
れ
ま
し
た
。
坂
東
拓
哉
さ
ん
、

25
歳
で
す
。

　
議
会
で
は
、
町
の
課
題
を
先
進

地
に
学
ぶ
た
め
、
視
察
研
修
に
出

か
け
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
で
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
が
活
躍
す
る
自

治
体
を
目
の
当
た
り
に
し
て
は
、

出
雲
崎
町
に
も
「
い
つ
か
必
ず
来

て
欲
し
い
」
と
強
く
願
っ
て
い
ま

し
た
。

　
ご
覧
の
と
お
り
、
な
か
な
か
の

好
青
年
！
本
年
２
月
１
日
に
着
任

し
、
既
に
多
方
面
で
活
動
を
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
、
出
雲
崎
町
の

情
報
発
信
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
髙
桑
佳
子
）

　
　
委
員
長
　
　
髙
桑
佳
子

　
　
副
委
員
長
　
安
達
一
雄

　
　
委
　
員
　
　
中
野
勝
正

　
　
委
　
員
　
　
三
輪
　
正

　
　
委
　
員
　
　
小
黒
博
泰

　
今
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
で
、
世
界
か
ら
沢
山
の

人
々
が
訪
れ
、
日
本
の
良
さ
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
絶
好
の
年
と
期
待
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

り
世
界
中
が
パ
ニ
ッ
ク
と
な
り
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
が
一
年
延
期
と
な
り
ま

し
た
。

　
議
会
で
は
「
出
ま
え
議
会
」
で
も
お

話
し
い
た
し
ま
し
た
が
、
議
員
の
な
り

手
不
足
解
消
に
向
け
て
、
議
会
内
に
検

討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
、
連
続
し
て

会
議
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
過
去
２
回
無
投
票
と
い
う
結
果
に
町

民
の
皆
さ
ま
よ
り
「
町
の
発
展
と
議
会

の
活
性
化
に
も
、
是
非
と
も
多
く
の
方

か
ら
手
を
挙
げ
て
ほ
し
い
」
と
声
が
多

く
あ
り
ま
す
。

　
議
会
で
は
日
常
の
活
動
を
活
発
に
す

る
事
に
よ
り
、
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

く
事
が
大
切
と
考
え
、
出
ま
え
議
会
の

改
善
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
の
増
員
（
10

名
）
な
ど
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ

皆
さ
ま
の
御
意
見
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

（
三
輪
　
正
）

「
議
会
だ
よ
り
」
は
本
会
議
（
３
・

６
・
９
・
12
月
）
の
翌
月
下
旬
に
発
行

し
、
翌
々
月
上
旬
に
、
各
戸
配
布
し
て

お
り
ま
す
。

　
発
行
日
に
は
役
場
ロ
ビ
ー
、
陽
だ
ま

り
、
妻
入
会
館
に
配
置
し
て
あ
り
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

んみ な の 声

本町に魅せられて

山本 恵三

松本
やまもと   けいぞう

坂東さんのユーチューブは
「地方での素朴暮らし」で
検索するか、スマートフォンで
右のQRコードを
読み取ってくだ
さい。




